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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インクを吐出する記録ヘッドと、
　インクを貯留する第１のタンクと、
　前記第１のタンクから供給されるインクを貯留する第２のタンクと、
　前記第１のタンクから前記第２のタンクへインクを送液する第１の送液手段と、
　前記第２のタンクから前記記録ヘッドへインクを送液する１又は複数の第２の送液手段
と、
　前記第２のタンクに所定の標準貯留量のインクが貯留されているか否かを判別する基準
センサーと、
　前記第２のタンクに前記標準貯留量より大きい上限貯留量のインクが貯留されているか
否かを判別する上限センサーと、
　前記第２のタンクに前記標準貯留量より小さい下限貯留量のインクが貯留されているか
否かを判別する下限センサーと、
　制御部と、
　を備え、
　前記下限貯留量は、前記記録ヘッドによる形成画像として設定可能な最大範囲の画像の
形成に必要な最大のインク量以上に定められており、
　前記制御部は、
　前記基準センサーの検出結果に応じて前記第１の送液手段の動作有無を決定し、
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　前記上限センサー及び前記下限センサーの検出結果に応じた所定の異常対応動作を行い
、
　前記下限センサーが前記下限貯留量のインクを検出しなくなったタイミングで形成途中
の画像を形成後、次の画像の形成を開始する前に、前記記録ヘッドからのインク吐出を禁
止することを特徴とするインクジェット記録装置。
【請求項２】
　前記記録ヘッドから前記第２のタンクへインクを戻す回収流路を備え、
　前記上限貯留量と前記標準貯留量の差は、前記第２のタンクから送出されてから当該第
２のタンクへ戻るまでのインク流路のインク容量よりも大きいことを特徴とする請求項１
記載のインクジェット記録装置。
【請求項３】
　所定の報知動作を行う報知部を備え、
　前記制御部は、前記基準センサーが前記標準貯留量のインクを検出しない場合に前記第
１の送液手段を動作させ、当該第１の送液手段を動作させてから所定の継続基準時間以上
前記基準センサーが前記標準貯留量のインクを検出しない場合には、前記報知部に報知動
作を行わせる
　ことを特徴とする請求項１又は２記載のインクジェット記録装置。
【請求項４】
　前記第１の送液手段による最大のインク送液速度は、前記記録ヘッドの動作中における
当該記録ヘッドからの最大のインク吐出量に応じた前記第２の送液手段によるインク送液
速度よりも大きいことを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載のインクジェット記
録装置。
【請求項５】
　前記第２の送液手段と前記記録ヘッドとの間には第３のタンクが設けられていることを
特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載のインクジェット記録装置。
【請求項６】
　インクを吐出する記録ヘッドと、
　インクを貯留する第１のタンクと、
　前記第１のタンクから供給されるインクを貯留する第２のタンクと、
　前記第１のタンクから前記第２のタンクへインクを送液する第１の送液手段と、
　前記第２のタンクから前記記録ヘッドへインクを送液する１又は複数の第２の送液手段
と、
　前記第２のタンクに所定の標準貯留量のインクが貯留されているか否かを判別する基準
センサーと、
　前記第２のタンクに前記標準貯留量より大きい上限貯留量のインクが貯留されているか
否かを判別する上限センサーと、
　前記第２のタンクに前記標準貯留量より小さい下限貯留量のインクが貯留されているか
否かを判別する下限センサーと、
　制御部と、
　所定の報知動作を行う報知部と、
　を備え、
　前記制御部は、
　前記基準センサーの検出結果に応じて前記第１の送液手段の動作有無を決定し、
　前記上限センサー及び前記下限センサーの検出結果に応じた所定の異常対応動作を行い
、
　前記基準センサーが前記標準貯留量のインクを検出しない場合に前記第１の送液手段を
動作させるとともに、前記基準センサーが再び前記標準貯留量を検出するまでの前記第１
の送液手段の動作時間を計数し、１又は複数回の当該計数の結果に基づいて所定の継続基
準時間を設定し、
　前記基準センサーが前記標準貯留量のインクを検出しない場合に前記第１の送液手段を
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動作させ、当該第１の送液手段を動作させてから前記所定の継続基準時間以上前記基準セ
ンサーが前記標準貯留量のインクを検出しない場合には、前記報知部に報知動作を行わせ
る
ことを特徴とするインクジェット記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、インクジェット記録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ノズルからインクを吐出して記録媒体上に着弾させ、画像を形成するインクジェ
ット記録装置がある。インクジェット記録装置は、幅広い種類の記録媒体に対して画像の
形成が可能であり、家庭用から工業用の大量の画像形成まで幅広く用いられている。
【０００３】
　このインクジェット記録装置には、メインのインクタンクからサブのインクタンクにイ
ンクを移動させ、当該サブのインクタンクからインクジェットヘッドにおけるインク吐出
に応じたインクの補給がなされる構成を有するものがある。このようなインクジェット記
録装置では、サブのインクタンクのインクが減少すると、メインのインクタンクからイン
クが補充される。例えば、特許文献１には、サブインクタンクが空であることを検出する
空検出センサーと、サブインクタンクが満タンであることを検出する満タン検出センサー
とを備え、インクジェットヘッドにおける画像形成中であっても、空検出がなされた場合
に満タン検出がなされるまでメインのインクタンクからサブのインクタンクへインクの補
給がなされる構成が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－３０６００５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、大元のインク供給元である第１のタンクからインクの供給を受けてイン
クジェットヘッドにインクを送出する第２のタンクのインク貯留量に異常が生じた場合に
、従来のように、空検出と満タン検出に応じたインクの供給制御では、通常のインク貯留
量の増減範囲に対して第２のタンクの容量に余裕が小さくなり、小さな異常などでも即座
に動作を停止せざるを得ない場合が生じて動作効率が低下する一方で、必要以上にセンサ
ーの数を増やしたり、第２のタンクの容量を増やしたりすることでも動作効率が低下する
という課題がある。
【０００６】
　この発明の目的は、より適切な動作効率でインク貯留量の異常に対応しつつインクをイ
ンクジェットヘッドに供給可能なインクジェット記録装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するため、請求項１記載の発明は、
　インクを吐出する記録ヘッドと、
　インクを貯留する第１のタンクと、
　前記第１のタンクから供給されるインクを貯留する第２のタンクと、
　前記第１のタンクから前記第２のタンクへインクを送液する第１の送液手段と、
　前記第２のタンクから前記記録ヘッドへインクを送液する１又は複数の第２の送液手段
と、
　前記第２のタンクに所定の標準貯留量のインクが貯留されているか否かを判別する基準
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センサーと、
　前記第２のタンクに前記標準貯留量より大きい上限貯留量のインクが貯留されているか
否かを判別する上限センサーと、
　前記第２のタンクに前記標準貯留量より小さい下限貯留量のインクが貯留されているか
否かを判別する下限センサーと、
　制御部と、
　を備え、
　前記下限貯留量は、前記記録ヘッドによる形成画像として設定可能な最大範囲の画像の
形成に必要な最大のインク量以上に定められており、
　前記制御部は、
　前記基準センサーの検出結果に応じて前記第１の送液手段の動作有無を決定し、
　前記上限センサー及び前記下限センサーの検出結果に応じた所定の異常対応動作を行
い、
　前記下限センサーが前記下限貯留量のインクを検出しなくなったタイミングで形成途中
の画像を形成後、次の画像の形成を開始する前に、前記記録ヘッドからのインク吐出を禁
止する
　ことを特徴とするインクジェット記録装置である。
【０００８】
　請求項２記載の発明は、請求項１記載のインクジェット記録装置において、
　前記記録ヘッドから前記第２のタンクへインクを戻す回収流路を備え、
　前記上限貯留量と前記標準貯留量の差は、前記第２のタンクから送出されてから当該第
２のタンクへ戻るまでのインク流路のインク容量よりも大きいことを特徴としている。
【０００９】
　請求項３記載の発明は、請求項１又は２記載のインクジェット記録装置において、
　所定の報知動作を行う報知部を備え、
　前記制御部は、前記基準センサーが前記標準貯留量のインクを検出しない場合に前記第
１の送液手段を動作させ、当該第１の送液手段を動作させてから所定の継続基準時間以上
前記基準センサーが前記標準貯留量のインクを検出しない場合には、前記報知部に報知動
作を行わせる
　ことを特徴としている。
【００１２】
　請求項４記載の発明は、請求項１～３の何れか一項に記載のインクジェット記録装置に
おいて、
　前記第１の送液手段による最大のインク送液速度は、前記記録ヘッドの動作中における
当該記録ヘッドからの最大のインク吐出量に応じた前記第２の送液手段によるインク送液
速度よりも大きいことを特徴としている。
【００１３】
　請求項５記載の発明は、請求項１～４の何れか一項に記載のインクジェット記録装置に
おいて、
　前記第２の送液手段と前記記録ヘッドとの間には第３のタンクが設けられていることを
特徴としている。
【００１４】
　請求項６記載の発明は、
　インクを吐出する記録ヘッドと、
　インクを貯留する第１のタンクと、
　前記第１のタンクから供給されるインクを貯留する第２のタンクと、
　前記第１のタンクから前記第２のタンクへインクを送液する第１の送液手段と、
　前記第２のタンクから前記記録ヘッドへインクを送液する１又は複数の第２の送液手段
と、
　前記第２のタンクに所定の標準貯留量のインクが貯留されているか否かを判別する基準
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センサーと、
　前記第２のタンクに前記標準貯留量より大きい上限貯留量のインクが貯留されているか
否かを判別する上限センサーと、
　前記第２のタンクに前記標準貯留量より小さい下限貯留量のインクが貯留されているか
否かを判別する下限センサーと、
　制御部と、
　所定の報知動作を行う報知部と、
　を備え、
　前記制御部は、
　前記基準センサーの検出結果に応じて前記第１の送液手段の動作有無を決定し、
　前記上限センサー及び前記下限センサーの検出結果に応じた所定の異常対応動作を行い
、
　前記基準センサーが前記標準貯留量のインクを検出しない場合に前記第１の送液手段を
動作させるとともに、前記基準センサーが再び前記標準貯留量を検出するまでの前記第１
の送液手段の動作時間を計数し、１又は複数回の当該計数の結果に基づいて所定の継続基
準時間を設定し、
　前記基準センサーが前記標準貯留量のインクを検出しない場合に前記第１の送液手段を
動作させ、当該第１の送液手段を動作させてから前記所定の継続基準時間以上前記基準セ
ンサーが前記標準貯留量のインクを検出しない場合には、前記報知部に報知動作を行わせ
ることを特徴とするインクジェット記録装置である。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明に従うと、より適切な動作効率でインク貯留量の異常に対応しつつインクをイン
クジェットヘッドに供給することが出来るという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態のインクジェット記録装置を示す全体斜視図である。
【図２】インクジェット記録装置のインク流路を説明する図である。
【図３】インクジェット記録装置の機能構成を示すブロック図である。
【図４】インク供給制御処理の制御手順を示すフローチャートである。
【図５】インク供給制御処理の変形例を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて説明する。
　図１は、本発明の実施形態のインクジェット記録装置１００の全体斜視図である。
【００１８】
　このインクジェット記録装置１００は、複数のラインヘッドを有するワンパス方式の装
置であって、搬送部１０と、画像形成部２０と、インク貯留部３０などを備える。
【００１９】
　搬送部１０は、駆動ローラー１１と、搬送モーター１２と、搬送ベルト１４などを備え
る。搬送モーター１２は、駆動ローラー１１を所定の速度で回転動作させる。駆動ローラ
ー１１には、図示略の従動ローラーと共に無端状の搬送ベルト１４が巻回されて、当該駆
動ローラー１１の回転により搬送ベルト１４が周回移動する。この搬送ベルト１４の外側
面を搬送面として当該搬送面上に記録媒体が載置されて、記録媒体は、搬送ベルト１４の
周回移動に伴って搬送方向に搬送される。
【００２０】
　画像形成部２０は、キャリッジ２２と、キャリッジ昇降部２３とを備え、これらのキャ
リッジ２２とキャリッジ昇降部２３との組み合わせがインクの色数に応じた組数（ここで
は８組）設けられている。キャリッジ２２は、それぞれ、搬送部１０による記録媒体の搬
送方向（ｘ方向）と交差する向き、ここでは直交する幅方向（ｙ方向）に延在して、搬送
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部１０による記録媒体の搬送面の上方（ｚ方向）に配置され、搬送される記録媒体の全幅
に亘ってインクを吐出可能に複数のインクジェットヘッド２１１（図２参照、記録ヘッド
）が固定されてラインヘッド構造をなしている。複数のキャリッジ２２は、搬送方向に互
いに異なる位置に設けられている。キャリッジ２２は、キャリッジ昇降部２３により搬送
面から上方への距離が変更可能に設けられ、キャリッジ２２の移動に伴ってインクジェッ
トヘッド２１１も搬送面からの距離が変更される。
【００２１】
　キャリッジ昇降部２３は、キャリッジ２２の搬送面からの距離を変更させる。キャリッ
ジ昇降部２３は、昇降モーター２３２と、電磁ブレーキ２３３と、梁部材２３４と、支持
部２３５などを備える。
　梁部材２３４は、搬送ベルト１４の上部（記録媒体の搬送面側）において搬送方向と交
差する向き（ここでは直交する向き、即ち幅方向）で略平行に二本設けられ、当該梁部材
２３４の両端にそれぞれ支持部２３５が固定される。支持部２３５には、昇降モーター２
３２、電磁ブレーキ２３３及びキャリッジ２２が取り付けられている。
　キャリッジ２２は、制御部４０（図３参照）からの制御信号に基づいて駆動される昇降
モーター２３２及び電磁ブレーキ２３３の動作に応じて上下されて位置が定められる。
【００２２】
　昇降モーター２３２は、所定の昇降速度でキャリッジ２２を移動させる。昇降モーター
２３２としては、例えば、サーボモーターやステッピングモーターが用いられる。
【００２３】
　電磁ブレーキ２３３は、キャリッジ２２の固定状態を維持するものであり、駆動信号に
応じてこの固定状態が解除されることで、昇降モーター２３２によるキャリッジ２２の移
動を一時的に可能とする。即ち、電源切断時を含めた通常の状態では、電磁ブレーキ２３
３は、キャリッジ２２を固定する。電磁ブレーキ２３３としては、例えば、ディスクブレ
ーキが用いられる。
【００２４】
　インク貯留部３０は、画像の形成に用いられる各色のインクを貯え、インクジェットヘ
ッド２１１に供給する。インク貯留部３０の各構成は、ここでは、専用のラック３５など
に配置されて、チューブなどの配管を介して画像形成部２０と接続されている。
【００２５】
　次に、本実施形態のインクジェット記録装置１００におけるインク貯留部３０から画像
形成部２０にかけてのインク流路に係る構成について説明する。
　図２は、本実施形態のインクジェット記録装置１００におけるインク流路に係る構成を
説明する図である。
【００２６】
　インク貯留部３０は、メインタンク３１（第１のタンク）と、供給ポンプ３２（第１の
送液手段）などを備える。
　メインタンク３１は、インク色ごとに各々設けられて、ラック３５に配列されている。
メインタンク３１のインクは、供給ポンプ３２により画像形成部２０に送液される。メイ
ンタンク３１は、その全体を交換可能となっており、供給ポンプ３２の動作状態に拘わら
ず供給ポンプ３２へのインク流路と着脱可能に形成されている。即ち、供給ポンプ３２を
動作状態としたままメインタンク３１が取り付けられることで、即座にインクの画像形成
部２０への送液が再開される。
　供給ポンプ３２としては、特に限られないが、例えば、ダイヤフラムポンプやチューブ
ポンプなどが用いられ得る。
【００２７】
　画像形成部２０では、供給ポンプ３２によりメインタンク３１から送液されたインクが
サブタンク２５１（第２のタンク）に貯留される。このサブタンク２５１に対し、当該サ
ブタンク２５１から送出されたインクがインクジェットヘッド２１１に到達した後、再び
サブタンク２５１に戻るインク流路（循環流路）が設けられている。
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【００２８】
　サブタンク２５１からインクジェットヘッド２１１まで（送液流路）には、流量計２５
２と、送液ポンプ２５３（第２の送液手段）と、フィルター２５４と、脱気モジュール２
５５と、送液共通流路２５６とが設けられている。送液共通流路２５６からは、複数の個
別流路２５７が分岐しており、各々個別供給バルブ２５８と、ダンパー２５９とを通って
インクがインクジェットヘッド２１１に送られる。各ダンパー２５９には、各々２つずつ
インクジェットヘッド２１１が接続されている。
【００２９】
　脱気モジュール２５５と送液共通流路２５６との間では、インク流路は、中間タンク流
路２６０とメンテナンス流路２６５とに分岐している。中間タンク流路２６０には、中間
タンク流通バルブ２６１と、中間タンク２６２（第３のタンク）と、共通供給バルブ２６
３などが設けられている。
　メンテナンス流路２６５には、メンテナンス流路流通バルブ２６６が設けられている。
【００３０】
　インクジェットヘッド２１１の回収口（アウトレット）からサブタンク２５１までの回
収流路２７では、先ず、ダンパー２５９でそれぞれ分岐した２つのインクジェットヘッド
２１１から排出されたインクの流路が合流した後に、逆止弁２７１を経て回収共通流路２
７２に合流する。そして、回収共通流路２７２から回収バルブ２７３と循環バルブ２７４
とを経てサブタンク２５１にインクが戻される。また、循環バルブ２７４に対して並列に
回収ポンプ２７５が設けられている。
【００３１】
　また、送液共通流路２５６におけるインク流入側端部とは反対側の端部は、バイパスバ
ルブ２７０を介して回収バルブ２７３の下流側に直接接続されている。
　また、送液ポンプ２５３とフィルター２５４との間、メンテナンス流路２６５のメンテ
ナンス流路流通バルブ２６６より下流側、及び中間タンク流路２６０の中間タンク流通バ
ルブ２６１より下流側には、各々逆止弁２８１、２８２、２８３を経てサブタンク２５１
へインクを戻す解放流路が設けられている。送液ポンプ２５３によりサブタンク２５１か
ら送出されたインクがフィルター２５４、脱気モジュール２５５、中間タンク２６２や送
液共通流路２５６などの不具合によりインクジェットヘッド２１１へ流れない場合や流せ
ない場合などに送液流路の途中で滞留するインクが増加してインクの圧力が上昇した際に
、このインクの圧力が所定の圧力閾値を超えると、これらリリーフ弁としての逆止弁２８
１～２８３が開放されてインクをサブタンク２５１に戻すことが出来る。
【００３２】
　サブタンク２５１の容量は、メインタンク３１の容量よりも小さい。サブタンク２５１
には、インク貯留量を検出するために、基準センサー２５１ａと、下限センサー２５１ｂ
と、上限センサー２５１ｃなどが設けられている。基準センサー２５１ａは、メインタン
ク３１からサブタンク２５１への供給ポンプ３２によるインクの供給有無（供給ポンプ３
２の動作有無）を決定するための標準貯留量のインクが貯留されているか否かを検出する
。即ち、標準貯留量よりインク貯留量が少ない場合には、供給ポンプ３２が動作され、標
準貯留量よりインク貯留量が多い場合には、供給ポンプ３２が停止される。
【００３３】
　下限センサー２５１ｂは、インクジェットヘッド２１１の動作禁止可否を決定するため
の下限貯留量のインクが貯留されているか否かを検出する。即ち、下限貯留量は、標準貯
留量よりも小さく、インク貯留量が下限貯留量より少ない場合には、インクジェットヘッ
ド２１１の動作（インク吐出）が禁止される。適正にメインタンク３１からサブタンク２
５１にインクが供給されていれば、サブタンク２５１のインク量は標準貯留量から大きく
減少しないので、下限貯留量を下回ることは、インク供給がなされていないといった異常
な状況の発生を意味する。
【００３４】
　上限センサー２５１ｃは、サブタンク２５１があふれる危険を示す上限貯留量のインク
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が貯留されているか否かを検出する。上限貯留量は、標準貯留量と循環流路全体（送液流
路、インクジェットヘッド２１１及び回収流路２７）のインク容量の和よりも大きく設定
されており、即ち、インクがインクジェットヘッド２１１のノズルなどから一切吐出され
ずにサブタンク２５１に全て戻されてもこの上限貯留量を超えないので、上限貯留量を超
えることは、過多のインク供給やインク以外のものの混入などといった異常な状況の発生
を意味する。
　本実施形態のインクジェット記録装置１００では、サブタンク２５１は、大気開放され
ており、インクにかかる圧力は、通常ほぼ大気圧に保たれる。
【００３５】
　流量計２５２は、サブタンク２５１から送液ポンプ２５３によりインクジェットヘッド
２１１側に送液される送液量を検出して出力する。この流量計２５２の計測値は、ここで
は、操作表示部４２（図３参照）によるステータス表示や履歴情報の保持の際に用いられ
るものであって、異常検出などには用いられないが、後述の報知基準時間の算出に用いら
れることとしても良い。
【００３６】
　送液ポンプ２５３は、サブタンク２５１の内部のインクを所定の送液速度（時間当たり
送液量）でフィルター２５４やその下流側、即ち、インクジェットヘッド２１１の側（送
液流路）へ送出する。ここでは、送液ポンプ２５３は、サブタンク２５１に対して一つ設
けられて全てのインクジェットヘッド２１１にインクを供給しているが、所定数のインク
ジェットヘッド２１１ごとに複数のブロックに分けられて各々別個の送液ポンプ２５３に
よりサブタンク２５１からインクが供給されることとしても良い。送液ポンプ２５３の送
液能力は、画像形成動作に伴うインクジェットヘッド２１１による時間当たり最大のイン
ク吐出量を十分に供給可能であれば良く、この最大のインク吐出量に応じたインクの送液
速度は、供給ポンプ３２の最大送液速度より小さい。従って、送液ポンプ２５３は、送液
能力が供給ポンプ３２よりも小さくて良いが、供給ポンプ３２と等しいもの、即ち、同一
の種類のものが用いられても良い。この場合、インクジェットヘッド２１１により最も多
くのインクが吐出されている状況（ベタ画像の形成中など）であっても、送液ポンプ２５
３を最大のインク送液速度で動作させる必要が無い。
【００３７】
　フィルター２５４は、インク中のゴミや塵などの異物、夾雑物、及び大きな気泡などを
取り除く。上述のようにサブタンク２５１が大気開放されており、これらの異物、夾雑物
や気泡が混入し得る。従って、フィルター２５４によりこれらがインクジェットヘッド２
１１へ送られるのを防ぐ。
【００３８】
　脱気モジュール２５５は、インク中に含まれる空気（気体）を取り除く。脱気モジュー
ル２５５としては、例えば、脱気膜を介してインクと真空領域とを接触させることで、イ
ンク中の空気を真空領域側に選択的に吸引させる構造が用いられる。脱気膜としては、イ
ンクとの接触面積を効率良く増加させてより均等にインクと接触させるために、例えば、
内部が真空状態とされた多数の中空状の微細糸構造とすることが出来る。
　ここでは、真空ポンプ２９３により脱気モジュール２５５の真空領域側の空気が吸引さ
れている。ここでいう真空領域は、必ずしも超高真空である必要はなく、大気圧より十分
に低い所定の気圧が予め設定される。圧力センサー２９４が真空領域側の気圧を計測し、
当該圧力センサー２９４の計測値に応じて真空ポンプ２９３の動作が制御される。
【００３９】
　脱気モジュール２５５の真空領域側は、逆止弁２９１を介してチャンバー２９２に繋が
っている。脱気膜を僅かに透過したり、或いは脱気膜が破れた場合などに一気に真空領域
側に漏出したりしたインクは、チャンバー２９２の底部に流入して貯留される。このチャ
ンバー２９２の底部に溜まったインクは、液量センサー２９２ａにより検出されることで
異常量の漏出有無が判断され、異常検出時には、真空ポンプ２９３や各部の動作が停止さ
れたり、真空領域が大気連通されたりする。このように、チャンバー２９２が漏出インク
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のトラップとして用いられ、当該漏出インクを真空ポンプ２９３に到達させないことで、
真空ポンプ２９３の故障や破損を防止している。
【００４０】
　液量センサー２９２ａとしては、直接液量を計測するものの他、チャンバー２９２の重
量変化を計測したり、当該重量変化に応じて変化する部材、例えば、チャンバー２９２の
重量に応じた荷重により変形するアクチュエーターから当該変形に応じて出力される信号
を光学的に又は電気的、磁気的に計測したりするものなどが用いられ得る。
【００４１】
　なお、チャンバー２９２、液量センサー２９２ａ、圧力センサー２９４、及び真空ポン
プ２９３からなる吸引部２９は、各色のインクに対して各々設けられる循環流路中の脱気
モジュール２５５に対して共通に設けられ、逆止弁２９１の下流（チャンバー２９２の側
）で合流する構造となっている。即ち、ある色のインクが脱気モジュール２５５から漏出
した場合、逆止弁２９１により、当該ある色のインクが他の色のインクに係る循環流路の
脱気モジュール２５５における真空領域側に流入するのが防止される。
【００４２】
　中間タンク流通バルブ２６１は、脱気モジュール２５５の下流でメンテナンス流路２６
５と分離した中間タンク流路２６０の入口付近に設けられ、当該中間タンク流路２６０へ
のインクの流入可否に応じて開閉される。中間タンク流路２６０は、通常の画像形成時に
おけるインクジェットヘッド２１１へのインク供給時などに開放される。中間タンク流通
バルブ２６１及びその他開閉状態が制御されるバルブには、特には限られないが、ここで
は電磁弁、例えば、インクの流路中に設けられたプランジャー（可動鉄片）を電磁力やば
ね力により移動させることで流路の開閉を切り替えるソレノイド弁などが用いられ、制御
部４０（図３参照）の制御により印加される電圧に応じて開閉動作が行われる。図２にお
いてこの中間タンク流通バルブ２６１など黒塗りのバルブは、通常状態（接地電圧供給時
、或いは、電圧供給がなされていない場合）では、閉状態となるバルブである。また、共
通供給バルブ２６３などの白抜きのバルブは、通常状態では開状態となるバルブである。
【００４３】
　中間タンク２６２は、サブタンク２５１より容量の小さいタンクであり、インクジェッ
トヘッド２１１におけるインクを適切な背圧（負圧）、即ち、大気圧より低い圧力に保つ
のに用いられる。このために、中間タンク２６２は、可撓性の材質で形成され、インクの
圧力と外気圧との圧力差で適宜変形可能であるとともに、インクジェットヘッド２１１の
ノズル開口部が配列されたノズル面よりも鉛直方向について若干低い位置に設けられてい
る。その結果、送液ポンプ２５３やインクジェットヘッド２１１内の圧力室でインクに更
に圧力を加えることで、意図的にインクが吐出され得る状態となった場合以外では、イン
クがノズル開口部から自然に漏出しない。一方で、インクがノズル開口部から吐出されて
インクジェットヘッド２１１のインクが減少すると、当該減少量（インク吐出量）に応じ
て中間タンク２６２からインクジェットヘッド２１１にインクが流れる。
【００４４】
　また、中間タンク２６２には、中間上限センサー２６２ａと、中間基準センサー２６２
ｂとが設けられている。
　中間基準センサー２６２ｂは、適切な背圧を得るのに適切に設定された中間基準インク
量を検出する。当該中間基準センサー２６２ｂによる中間基準インク量のインクの検出有
無に応じて送液ポンプ２５３の動作有無が適宜制御される。また、中間上限センサー２６
２ａは、中間タンク２６２の維持に危険とならないように定められた上限インク量を検出
する。通常では、中間タンク２６２のインク量が通常以上に上昇してインクの圧力が上昇
すると、逆止弁２８３が開放されてインクがサブタンク２５１へ戻されるが、逆止弁２８
３が正常に機能しない場合などには、この中間上限センサー２６２ａによる検出に応じて
インクの供給動作に係る処理を全て中止させたり他の適切な処理を行わせたりすることが
出来る。
【００４５】
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　メンテナンス流路流通バルブ２６６は、送液ポンプ２５３により送出されたインクのメ
ンテナンス流路２６５への流入可否を切り替える。ここで示されているように、メンテナ
ンス流路流通バルブ２６６と中間タンク流通バルブ２６１とは、同時に閉止され得る。例
えば、画像形成動作中であっても、中間タンク２６２の内部のインク量が適切な範囲内で
あって、送液ポンプ２５３により中間タンク２６２にインクを追加供給する必要がない場
合には、メンテナンス流路流通バルブ２６６と中間タンク流通バルブ２６１とは、何れも
閉状態とされる。
【００４６】
　メンテナンス流路２６５は、送液共通流路２５６やインクジェットヘッド２１１に対し
、インクの導入、空気（気泡）の排出や詰まりの要因の押し流しといった目的で送液ポン
プ２５３により加圧されて送出されたインクをそのまま送る場合に用いられる。例えば、
個別供給バルブ２５８を全て閉止させ、バイパスバルブ２７０を開放しながら加圧された
インクを送液させることで、送液共通流路２５６に当該インクを導入し、またインクを流
動させて内部の空気を回収流路２７やサブタンク２５１に流出させる。また、個別供給バ
ルブ２５８及び回収バルブ２７３を何れも開放した状態で加圧インクを送液ポンプ２５３
により送出させることで、各インクジェットヘッド２１１内のインク流路にインクを充填
させる。また、個別供給バルブ２５８を開放し、且つ回収バルブ２７３を閉止した状態で
加圧インクを送液ポンプ２５３により送出させることで、インクジェットヘッド２１１の
各ノズルから加圧されたインクを吐き捨てさせることで、ノズル内の気泡を排出させると
ともに、ノズル開口部などの詰まりの原因、例えば、固化したインク塊などを排出させて
詰まりを解消する。
【００４７】
　共通供給バルブ２６３は、中間タンク２６２から送液共通流路２５６及び各インクジェ
ットヘッド２１１へのインク供給可否を切り替えるとともに、閉状態とされることで、メ
ンテナンス流路２６５を介して特に加圧されたインクが共通流路に供給された場合に、イ
ンクが中間タンク２６２へ逆流するのを防ぐ。
【００４８】
　個別供給バルブ２５８は、送液共通流路２５６から分岐して複数のインクジェットヘッ
ド２１１に連通する個別流路２５７への送液共通流路２５６からのインク供給可否を切り
替える。通常の画像形成動作時にはこれら個別供給バルブ２５８が全て開放される一方、
中間タンク２６２や送液共通流路２５６内のインクを外部に出さずにサブタンク２５１に
戻して回収する場合には、これら個別供給バルブ２５８が閉止されるとともに、バイパス
バルブ２７０が開放される。また、一部のインクジェットヘッド２１１の検査やクリーニ
ングなどで選択的に当該一部のインクジェットヘッド２１１にインクが供給される場合に
は、この一部のインクジェットヘッド２１１に連通する個別流路２５７に設けられた個別
供給バルブ２５８のみが開放され、その他の個別供給バルブ２５８が閉止される。
　ここでは、個別流路２５７は例として４つ記載されているが、この数はインクジェット
ヘッド２１１へのインクの供給やノズルからの吐出動作に問題を生じない範囲において適
宜設定され得る。
【００４９】
　ダンパー２５９は、複数のインクジェットヘッド２１１からのインク吐出状況や送液ポ
ンプ２５３からの送液（インクの加圧）状況に応じて生じる圧力変動を低減する緩衝部で
ある。このように、他のインクジェットヘッド２１１や送液ポンプ２５３の動作に係る圧
力変動の波及を抑えて、インクジェットヘッド２１１からのインク吐出時にインクジェッ
トヘッド２１１内のインクに適切な圧力パターンで圧力を加えることで、正常にインクを
吐出させる。
【００５０】
　インクジェットヘッド２１１には、複数のノズルが配列されている。ダンパー２５９か
らインクジェットヘッド２１１に供給されたインクは、更に各ノズルに連通するインク流
路に分岐される。このインク流路には、図示略の圧力室が設けられ、当該圧力室内のイン
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クに対して適切な波形で圧力を印加することでインクを吐出させたり、吐出されないイン
クをノズル内で適宜振動させることでインクの乾燥や変質などを防いだりする。圧力室に
おけるインクへの加圧方式としては、各種周知のものから選択され得るが、ここでは、圧
電素子や振動板を用いて電圧の印加により当該圧力室を変形させてインクへの圧力を変化
させるピエゾ式の構成を有する。
【００５１】
　逆止弁２７１は、インクジェットヘッド２１１からノズルで吐出されずに排出されたイ
ンクが共通の回収共通流路２７２に流れ込むのを可能とする一方で、回収共通流路２７２
からインクジェットヘッド２１１へのインクの逆流を防ぐ。即ち、一部のインクジェット
ヘッド２１１から排出されたインクが他のインクジェットヘッド２１１に逆流しない構成
となっている。
【００５２】
　インクジェットヘッド２１１から吐出されずに排出されたインクを合流させてサブタン
ク２５１の側へ流す回収共通流路２７２は、送液共通流路２５６と略同一の構成であり、
例えば、チューブ状に形成されている。送液共通流路２５６及び回収共通流路２７２は、
何れも個別流路２５７よりも十分太く（断面積が大きく）形成されることで、個別流路２
５７へのインク供給量の変化に係る流量及びインク圧の変化の影響が広がるのを抑制する
。
【００５３】
　回収バルブ２７３は、回収共通流路２７２からサブタンク２５１へのインクの戻し有無
を切り替える。また、回収バルブ２７３は、バイパスバルブ２７０が開放されている場合
に閉止されることで、送液共通流路２５６から当該バイパスバルブ２７０を通って流れた
インクが回収共通流路２７２に戻らないようにする。
【００５４】
　バイパスバルブ２７０又は回収バルブ２７３を通ったインクは、循環バルブ２７４又は
回収ポンプ２７５を通ってサブタンク２５１に戻される。送液ポンプ２５３から一度送出
されてインクジェットヘッド２１１のノズルから吐出されていないインクを抜き取ってサ
ブタンク２５１に戻す場合には、循環バルブ２７４を閉止して回収ポンプ２７５を動作さ
せる。これにより、インクジェットヘッド２１１や中間タンク２６２などの各部に残留し
ているインクが吸引されて、サブタンク２５１に戻されることで、当該インクジェットヘ
ッド２１１や中間タンク２６２の内部からインクを除去することが出来る。
【００５５】
　また、回収ポンプ２７５は、インクだけでなく、インク流路中の空気も吸引する。初期
状態やメンテナンス後などの再起動時などでインクが循環流路中に供給されていない場合
、一度回収ポンプ２７５で循環流路中の空気を吸引し、特に、中間タンク２６２内の空気
をほぼ完全に除去してから、送液ポンプ２５３により当該中間タンク２６２内にインクを
導入することで、空気が中間タンク２６２内に残留して不要な圧力を生じさせたり、当該
空気がインクに混じって流出してインクジェットヘッド２１１に送られることで吐出不良
などを生じさせたりするのを避ける。通常、インクの導入時には、この回収ポンプ２７５
による空気の除去及びインクの回収と送液ポンプ２５３によるインクの導入とを複数回繰
り返すことで、循環流路内、特に、サブタンク２５１からインクジェットヘッド２１１ま
での間に空気が残留するのをより確実に防止しながらインクを導入することが可能となる
。
【００５６】
　インクジェットヘッド２１１や中間タンク２６２の内部のインクを除去する必要がなく
、単純に送液ポンプ２５３で送出されたインクを循環させる場合には、回収ポンプ２７５
を動作させずに循環バルブ２７４を開放することで、送液ポンプ２５３の送液圧力だけで
インクの循環流が生じる。
【００５７】
　なお、フィルター２５４の下流側、中間タンク２６２の下流及び送液共通流路２５６に
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は、必要に応じてユーザーが開放してインクを排出させることが出来る排出弁が設けられ
ている。
【００５８】
　次に、本実施形態のインクジェット記録装置１００の機能構成について説明する。
　図３は、インクジェット記録装置１００の機能構成を示すブロック図である。
　インクジェット記録装置１００は、上述の搬送モーター１２、供給ポンプ３２、送液ポ
ンプ２５３、回収ポンプ２７５、真空ポンプ２９３、基準センサー２５１ａ、下限センサ
ー２５１ｂ、上限センサー２５１ｃ、中間上限センサー２６２ａ、中間基準センサー２６
２ｂ、圧力センサー２９４、液量センサー２９２ａ、中間タンク流通バルブ２６１、メン
テナンス流路流通バルブ２６６、共通供給バルブ２６３、個別供給バルブ２５８、バイパ
スバルブ２７０、回収バルブ２７３、循環バルブ２７４、電磁ブレーキ２３３、及び昇降
モーター２３２に加えて、制御部４０と、通信部４１と、操作表示部４２と、ヘッド駆動
部２４と、モータードライバー２３１と、報知動作部４３（報知部）などを備える。
【００５９】
　制御部４０は、インクジェット記録装置１００の全体動作を統括し、各部の動作を制御
する。制御部４０は、ＣＰＵ４０１（Central Processing Unit）と、ＲＡＭ４０２（Ran
dom Access Memory）と、ＲＯＭ４０３（Read Only Memory）と、メモリー４０４などを
備える。
【００６０】
　ＣＰＵ４０１は、各種演算処理を行い、インクジェット記録装置１００における記録媒
体の搬送、インクの供給、インクの吐出やメンテナンス動作などの制御を行う。また、Ｃ
ＰＵ４０１は、ＲＯＭ４０３から読み出されたプログラムに従って画像データ、各部のス
テータス信号やクロック信号などに基づく画像形成に係る種々の処理を行う。
【００６１】
　ＲＡＭ４０２は、ＣＰＵ４０１に作業用のメモリー空間を提供し、一時データを記憶す
る。
　ＲＯＭ４０３は、制御プログラムや初期設定データなどを記憶する。制御プログラムに
は、上述のインクの供給制御に係るプログラムが含まれ、また、初期設定データには、報
知基準時間（所定の継続基準時間）の初期値が含まれる。この報知基準時間は、メインタ
ンク３１からサブタンク２５１へのインク供給時における供給ポンプ３２の動作時間（送
液動作の継続時間）の異常検出に係る基準時間である。即ち、供給ポンプ３２の動作時間
がこの報知基準時間を超えても供給ポンプ３２の動作を停止するレベル、即ち、標準貯留
量のインクが貯留されない場合には、インクの供給異常、主に、メインタンク３１のイン
ク切れであると判断される。この報知基準時間の初期値としては、想定される最大動作時
間、例えば、最もインクを消費する画像（即ち、ベタ画像）の形成時におけるインク消費
速度（時間当たりのインク吐出量）と供給ポンプ３２の通常動作によるインク送液速度と
の差に応じて、標準貯留量のインク量が回復されるのに必要な時間に若干の余裕を持たせ
た時間を設定することが出来る。
【００６２】
　また、ＲＯＭ４０３には、上書き更新可能な不揮発性メモリーなどを含み、随時設定が
更新、維持される報知基準時間の最新設定値を保持する報知基準時間４０３ｂや、供給ポ
ンプ３２が動作した際の送液動作の継続時間、即ち、サブタンク２５１へのインク供給時
間の履歴データである供給時間履歴データ４０３ａが記憶される。この履歴データとして
は、直近の所定期間内や所定回数（１又は複数回）内のデータだけ保持されるよう設定す
ることが出来る。メモリー４０４には、形成対象の画像データを一時記憶するＲＡＭが含
まれる。実際に形成される画像では、上述の最もインクを消費する画像の形成よりもイン
ク消費速度が小さく、したがって、標準貯留量のインク量が回復されるのに必要な供給ポ
ンプ３２による送液動作の継続時間は短くなると想定されるので、同一画像の出力中にこ
の継続時間の実測値（計数結果）を取得して報知基準時間を設定調整することで、より適
切且つ速やかにインク切れと想定される場合の異常報知を行うことが可能となる。具体的
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な調整方法としては、特には限られないが、例えば、取得された直近の所定回数の実測値
のうち最大値、最大値や平均値に所定の係数を乗じたもの、前回設定されていた報知基準
時間又は当該報知基準時間を所定の係数で除したものと直近の所定数回の平均値や最大値
との重み付平均や当該重み付平均値に所定の係数を乗じたものなどが挙げられる。
　なお、形成対象の画像が切り替わったときには、記憶されている供給時間履歴データ４
０３ａの各実測値を削除して、報知基準時間を初期値に戻すこととしても良い。
【００６３】
　ヘッド駆動部２４は、各インクジェットヘッド２１１においてノズルからインクを適正
に吐出させるために圧力室（圧電素子）を変形動作させる駆動電圧信号を生成して出力す
る。ヘッド駆動部２４は、制御部４０からの制御信号に基づいて予め記憶された電圧波形
パターンを選択して電力増幅した駆動電圧信号を生成するとともに、メモリー４０４から
入力された画像データに応じて各圧電素子に対する駆動電圧信号の出力可否をそれぞれ切
り替える。
　ヘッド駆動部２４に係る配線は、インクジェットヘッド２１１内でインク流路とまとめ
て形成され、また、部分的に別個に形成される。
【００６４】
　モータードライバー２３１は、制御部４０からの制御信号に応じて電磁ブレーキ２３３
及び昇降モーター２３２に駆動信号を出力し、電磁ブレーキ２３３を緩めると共に昇降モ
ーター２３２を動作させてキャリッジを所望の位置に移動させたり、昇降モーター２３２
を停止させるとともに電磁ブレーキ２３３でキャリッジを固定させたりする。
【００６５】
　通信部４１は、外部機器との間での通信動作を制御する通信インターフェイスである。
通信インターフェイスとしては、例えば、ＬＡＮボードやＬＡＮカードなど、各種通信プ
ロトコルに対応したものが一又は複数含まれる。通信部４１は、制御部４０の制御に基づ
いて外部機器から形成対象の画像データや画像形成に係る設定データ（ジョブデータ）を
取得し、また、外部機器に対してステータス情報などを送信することが出来る。
【００６６】
　操作表示部４２は、制御部４０からの制御信号に応じてインクジェット記録装置１００
のステータスや操作メニューなどの表示を行うと共に、ユーザーの操作を受け付けて制御
部４０に出力する。操作表示部４２は、例えば、操作受付手段としてのタッチセンサーが
表示手段としての表示画面と重ねて設けられた液晶表示部を備える。制御部４０は、液晶
表示部にステータスやタッチセンサーによる命令受け付け用の各種メニューなどを表示さ
せ、当該表示させたメニューの内容や位置の情報、及び、タッチセンサーにより検出され
たユーザーのタッチ操作に応じた処理をインクジェット記録装置１００の各部に行わせる
制御動作を行う。
【００６７】
　報知動作部４３は、制御部４０の制御信号に応じて所定の報知動作を行う。報知動作を
行う構成としては、例えば、所定色の光を発するＬＥＤランプ及び／又はビープ音を発生
するビープ音発生部などが挙げられる。
　これらに加えて、インクジェット記録装置１００は、記録媒体上に形成された画像の画
質異常（不良）を検出するためのラインセンサーや供給された記録媒体が正常に搬送面に
載置されていないことを検出する載置異常検出センサーといった読取部などを備えていて
も良い。
【００６８】
　バス４９は、上記の各構成間を電気的に接続して信号のやり取りを行う経路である。
【００６９】
　次に、本実施形態のインクジェット記録装置１００におけるインクの供給制御動作につ
いて説明する。
　インクジェット記録装置１００では、基準センサー２５１ａによる標準貯留量のインク
の検出有無のみに従って（応じて）供給ポンプ３２の動作を制御する。その一方で、下限
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センサー２５１ｂの検出結果に基づいてメインタンク３１からのインク供給異常、即ち、
主にメインタンク３１のインク切れを判断するとともにインクジェットヘッド２１１の動
作可否を決定し、更に、上限センサー２５１ｃの検出結果に応じてサブタンク２５１への
インク流入異常を検出し、各々の異常に対応する動作（異常対応動作）として、報知動作
や各部の動作制御を行う。
【００７０】
　図４は、本実施形態のインクジェット記録装置１００で実行されるインク供給制御処理
の制御部４０による制御手順を示すフローチャートである。
　このインク供給制御処理は、インクジェット記録装置１００の動作が開始される際に起
動され、動作の正常又は異常検出による停止まで継続的に実行される。
【００７１】
　インク供給制御処理が開始されると、制御部４０（ＣＰＵ４０１）は、先ず上限センサ
ー２５１ｃの検出結果がオフ状態である、即ち、上限貯留量のインクを検出していない（
サブタンク２５１のインク貯留量が上限貯留量未満である）か否かを判別する（ステップ
Ｓ１０１）。オフ状態ではないと判別された場合には（ステップＳ１０１で“ＮＯ”）、
インク貯留量が上限貯留量以上であるので、制御部４０は、インクジェットヘッド２１１
及び全てのポンプの動作を停止し、操作表示部４２の表示画面や報知動作部４３に所定の
報知動作を行わせる（ステップＳ１０２）。そして、制御部４０は、インク供給制御処理
を終了する。
【００７２】
　上限センサー２５１ｃの検出結果がオフ状態であると判別された場合には（ステップＳ
１０１で“ＹＥＳ”）、制御部４０は、下限センサー２５１ｂの検出結果がオン状態であ
る、即ち下限貯留量のインクを検出している（サブタンク２５１のインク貯留量が下限貯
留量以上である）か否かを判別する（ステップＳ１１１）。オン状態ではないと判別され
た場合には（ステップＳ１１１で“ＮＯ”）、インク貯留量が下限貯留量未満であるので
、制御部４０は、インクジェットヘッド２１１の動作を禁止して、画像形成動作中である
場合には、当該インクジェットヘッド２１１の動作を停止させる。また、制御部４０は、
操作表示部４２の表示画面や報知動作部４３に所定の報知動作を行わせる（ステップＳ１
１２）。それから、制御部４０の処理は、ステップＳ１２２に移行する。
　このとき、制御部４０は、供給ポンプ３２の動作を停止しても良い。この場合、或いは
、ステップＳ１１２の動作前に既に供給ポンプ３２の動作が停止されている場合には、ユ
ーザーは、メインタンク３１を交換した後に、操作表示部４２への所定の入力操作により
供給ポンプ３２の動作を再開させる必要がある。供給ポンプ３２の動作再開時に、インク
ジェットヘッド２１１の動作がリセットされる場合には、ユーザーは、併せて画像形成に
係る命令を再度行うことになる。
【００７３】
　下限センサー２５１ｂの検出結果がオン状態であると判別された場合には（ステップＳ
１１１で“ＹＥＳ”）、制御部４０は、基準センサーの検出結果がオン状態である、即ち
、標準貯留量のインクを検出している（サブタンク２５１のインク貯留量が標準貯留量以
上である）か否かを判別する（ステップＳ１２１）。オン状態ではないと判別された場合
には（ステップＳ１２１で“ＮＯ”）、制御部４０は、供給ポンプ３２が送液動作中であ
るか否かを判別する（ステップＳ１２２）。送液動作中ではないと判別された場合には（
ステップＳ１２２で“ＮＯ”）、制御部４０は、供給ポンプ３２の送液動作を開始させる
とともに、送液動作時間の計数を開始する（ステップＳ１２３）。それから、制御部４０
の処理は、ステップＳ１０１に戻る。
【００７４】
　供給ポンプ３２の送液動作中であると判別された場合には（ステップＳ１２２で“ＹＥ
Ｓ”）、制御部４０は、計数している送液動作時間が報知基準時間内であるか否かを判別
する（ステップＳ１２４）。報知基準時間内であると判別された場合には（ステップＳ１
２４で“ＹＥＳ”）、制御部４０の処理は、ステップＳ１０１に戻る。報知基準時間内で
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はない、即ち、報知基準時間を超過していると判別された場合には（ステップＳ１２４で
“ＮＯ”）、制御部４０は、インク供給異常、或いは、より直接的に、メインタンク３１
を交換すべき旨操作表示部４２の表示画面や報知動作部４３に報知動作を行わせる（ステ
ップＳ１２５）。それから、制御部４０の処理は、ステップＳ１０１に戻る。このとき、
本実施形態のインクジェット記録装置１００では、供給ポンプ３２の動作を継続させてお
く。従って、メインタンク３１が交換されると即座にインクの供給が再開され、インク量
が標準貯留量に戻った段階で基準センサー２５１ａがオン状態に戻る。なお、ステップＳ
１２５の処理の後、メインタンク３１の交換がなされずインクがサブタンク２５１に供給
されないままステップＳ１１１の判別処理で“ＮＯ”に分岐する前に、所定の動作上限時
間で供給ポンプ３２の動作を停止させる構成とすることも出来る。この場合には、上述の
ように、ユーザーが操作表示部４２への所定の入力操作により、供給ポンプ３２の動作を
再開させる必要が生じる。
【００７５】
　ステップＳ１２１の判別処理で、基準センサー２５１ａの判別結果がオン状態であると
判別された場合には（ステップＳ１２１で“ＹＥＳ”）、制御部４０は、供給ポンプ３２
が送液動作中であるか否かを判別する（ステップＳ１２６）。送液動作中ではないと判別
された場合には（ステップＳ１２６で“ＮＯ”）、制御部４０の処理は、ステップＳ１０
１に戻る。
【００７６】
　供給ポンプ３２が送液動作中であると判別された場合には（ステップＳ１２６で“ＹＥ
Ｓ”）、制御部４０は、供給ポンプ３２の送液動作を停止させる（ステップＳ１２７）。
制御部４０は、計数していた供給ポンプの動作時間を取得して、供給時間履歴データ４０
３ａに追加又は更新するとともに、必要に応じて最新の供給時間履歴データ４０３ａを用
いて報知基準時間を更新設定し、報知基準時間４０３ｂとして記憶させる（ステップＳ１
２８）。それから、制御部４０の処理は、ステップＳ１０１に戻る。
【００７７】
［変形例］
　図５は、インク供給制御処理の変形例を示すフローチャートである。
　この変形例のフローチャートを実行する場合には、下限センサー２５１ｂの検出する下
限貯留量が上記のケースよりも若干高く設定される。即ち、下限貯留量を切った後も所定
の限度内で画像形成が続き得るので、当該所定の限度に対応した分だけ下限貯留量が高く
定められる。
【００７８】
　この変形例のインク供給制御処理は、上述のインク供給制御処理に対して、ステップＳ
１１２の処理がステップＳ１１２ａ～Ｓ１１２ｃの処理に分割され、ステップＳ１２３～
Ｓ１２５の処理がステップＳ１２３ａ～Ｓ１２５ａの処理に置き換えられ、また、ステッ
プＳ１３１、Ｓ１３２、Ｓ１４１、Ｓ１４２、Ｓ１５１の処理が追加されている。また、
一部の処理の順番が変更されている。その他の処理については同一であり、同一の処理内
容については、同一の符号を付して詳しい説明を省略する。
【００７９】
　変形例のインク供給制御処理において、ステップＳ１１１の判別処理で、下限センサー
がオン状態ではないと判別された場合には（ステップＳ１１１で“ＮＯ”）、制御部４０
は、インク切れ報知動作を行う（ステップＳ１１２ａ）。制御部は、このときに形成途中
の画像の形成が終了したか否か、即ち、画像形成のきりの良いタイミングであるか否かを
判別する（ステップＳ１１２ｂ）。
　ここでいう形成途中の画像とは、例えば、枚葉紙一枚分などの区切られた記録媒体の画
像形成可能範囲全域に対応する形成画像の全体や、同一画像を複数回繰り返して形成する
場合の一回分の画像形成範囲などといった、形成範囲ごとに設定される単位画像データに
対応するものであって、個別の部分画像や同一の画像パターンが複数含まれていても良い
。即ち、下限貯留量は、この単位画像データとしてインクジェット記録装置１００で設定
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可能な最大サイズ（最大範囲）の画像形成に必要な最大インク量（即ち、ベタ画像に必要
なインク量）以上に定められる。
【００８０】
　形成途中の画像の形成が終了していない（画像の形成途中である）と判別された場合に
は（ステップＳ１１２ｂで“ＮＯ”）、制御部４０の処理は、ステップＳ１３１に移行す
る。形成途中の画像形成が終了した（画像の形成が一区切りついた状態である。形成途中
の画像を形成後、次の画像の形成を開始する前である）と判別された場合には（ステップ
Ｓ１１２ｂで“ＹＥＳ”）、制御部４０は、以降のインクジェットヘッド２１１の動作を
禁止し、動作中のインクジェットヘッド２１１の動作を停止させる（ステップＳ１１２ｃ
）。それから、制御部４０の処理は、ステップＳ１３１に移行する。
【００８１】
　また、ステップＳ１２１の判別処理で、基準センサーがオン状態ではないと判別された
場合には（ステップＳ１２１で“ＮＯ”）、制御部４０の処理は、ステップＳ１３１に移
行する。
　ステップＳ１３１の処理に移行すると、制御部４０は、基準センサーがオフ状態になっ
てからの経過時間が「０」であるか否かを判別する（ステップＳ１３１）。経過時間が「
０」であると判別された場合には（ステップＳ１３１で“ＹＥＳ”）、制御部４０は、供
給ポンプ３２の動作を開始させるとともに、経過時間と供給ポンプ３２の送液動作時間（
動作時間）との計数を開始する（ステップＳ１３２）。それから、制御部４０の処理は、
ステップＳ１０１に戻る。
【００８２】
　経過時間が「０」ではないと判別された場合には（ステップＳ１３１で“ＮＯ”）、制
御部４０は、経過時間が報知基準時間となったか否かを判別する（ステップＳ１２４ａ）
。ここでいうイコール「＝」は、厳密に等しいという意味ではなく、経過時間が報知基準
時間を経過して最初の判別処理であるということを意味する。報知基準時間となったと判
別された場合には（ステップＳ１２４ａで“ＹＥＳ”）、制御部４０は、メインタンクの
交換を促す報知動作を操作表示部４２の表示画面や報知動作部４３に行わせるとともに、
供給ポンプ３２の動作を停止させる（ステップＳ１２５ａ）。このとき、送液動作時間の
計数は停止され、値が初期化される。それから、制御部４０の処理は、ステップＳ１０１
に戻る。
【００８３】
　経過時間が報知基準時間となったタイミングではない、即ち、経過時間が報知基準時間
未満であるか、又は、報知基準時間を既に過ぎている（既に報知基準時間となったと判別
されている）と判別された場合には（ステップＳ１２４ａで“ＮＯ”）、制御部４０は、
供給ポンプ３２の動作中であるか否かを判別する（ステップＳ１２２）。動作中であると
判別された場合には（ステップＳ１２２で“ＹＥＳ”）、制御部４０は、供給ポンプ３２
の送液動作時間が継続上限時間以上であるか否かを判別する（ステップＳ１４１）。この
継続上限時間は、各状況で供給ポンプ３２が動作することで基準センサー２５１ａがオン
になると想定される最大想定時間又はこれに若干の余裕を含めた時間に対応する。即ち、
経過時間が長くなると、インク貯留量が標準貯留量より更に低くなっている可能性が生じ
るので、継続上限時間は、継続時間に応じて長くなる変数である。最大想定時間は、イン
クの消費量が最大となるような画像の形成時において供給ポンプ３２を連続動作させた場
合に、経過時間に応じて想定される最小のインク貯留量から標準貯留量までインク量を回
復するのに必要な時間として算出される。
【００８４】
　送液動作時間が継続上限時間以上ではないと判別された場合には（ステップＳ１４１で
“ＮＯ”）、制御部４０の処理は、ステップＳ１０１に戻る。継続上限時間以上であると
判別された場合には（ステップＳ１４１で“ＹＥＳ”）、制御部４０は、供給ポンプ３２
の動作を停止させる（ステップＳ１４２）。また、制御部４０は、このとき、送液動作時
間の計数を停止して当該送液動作時間の値を初期化する。それから、制御部４０の処理は
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、ステップＳ１０１に戻る。
【００８５】
　ステップＳ１２２の判別処理で、供給ポンプ３２の動作中ではないと判別された場合に
は（ステップＳ１２２で“ＮＯ”）、制御部４０は、供給ポンプ３２の動作再開命令が操
作表示部４２への入力操作に基づいて取得されたか、又は、供給ポンプ３２の動作再開タ
イミングであるか否かを判別する（ステップＳ１５１）。ここでは、動作再開命令は、ユ
ーザーがメインタンク３１を交換した場合に操作表示部４２に所定の操作を行うことで随
時受け付けられる。また、上述のように、基準センサー２５１ａがオフの状態で供給ポン
プ３２の動作が停止された場合、所定時間が経過した後に自動的に供給ポンプ３２の動作
が再開されるように定められている。この所定時間は、動作が停止されたタイミングから
固定時間でも良いし、前回動作が開始又は再開されたタイミングから固定時間であっても
良い。或いは、供給ポンプ３２の動作開始／再開及び停止が繰り返されるごとに所定時間
が延長されていっても良い。
【００８６】
　動作再開命令が取得されておらず、且つ供給ポンプ３２の動作再開タイミングではない
と判別された場合には（ステップＳ１５１で“ＮＯ”）、制御部４０の処理は、ステップ
Ｓ１０１に戻る。動作再開命令が取得されたか、又は供給ポンプ３２の動作再開タイミン
グであると判別された場合には（ステップＳ１５１で“ＹＥＳ”）、制御部４０は、供給
ポンプ３２の動作を再開させるとともに、送液動作時間の計数を再び「０」から開始する
（ステップＳ１２３ａ）。それから、制御部４０の処理は、ステップＳ１０１に戻る。
【００８７】
　また、ステップＳ１２１で基準センサー２５１ａがオンであると判別された場合には（
ステップＳ１２１で“ＹＥＳ”）、経過時間の計数が停止され、値が初期化される。また
、ステップＳ１２７の処理で供給ポンプが停止される際に、送液動作時間の計数が停止さ
れて、値が初期化される。
【００８８】
　以上のように、本実施形態のインクジェット記録装置１００は、インクを吐出するイン
クジェットヘッド２１１と、インクを貯留するメインタンク３１と、メインタンク３１か
ら供給されるインクを貯留するサブタンク２５１と、メインタンク３１からサブタンク２
５１へインクを送液する供給ポンプ３２と、サブタンクからインクジェットヘッド２１１
へインクを送液する１又は複数の送液ポンプ２５３と、サブタンク２５１に所定の標準貯
留量のインクが貯留されているか否かを判別する基準センサー２５１ａと、サブタンクに
標準貯留量より大きい上限貯留量のインクが貯留されているか否かを判別する上限センサ
ー２５１ｃと、サブタンク２５１に標準貯留量より小さい下限貯留量のインクが貯留され
ているか否かを判別する下限センサー２５１ｂと、制御部４０と、を備え、制御部４０は
、基準センサー２５１ａの検出結果に応じて供給ポンプ３２の動作有無を決定し、上限セ
ンサー２５１ｃ及び下限センサー２５１ｂの検出結果に応じた所定の異常対応動作を行う
。
　このように、インクジェット記録装置１００では、標準貯留量を検出する基準センサー
２５１ａの検出に応じて供給ポンプ３２の動作を定めるので、複数のパラメーターを用い
ずとも容易に動作制御が行われる。また、供給ポンプ３２の動作有無に係る判断に必要な
センサーの数を必要以上に増やさなくて良い。
　また、通常時にはインク貯留量が標準貯留量から大きく外れないので、サブタンクの容
量に比して、標準貯留量の上下に定められる上限貯留量及び下限貯留量までのマージン（
容積の差）を大きくとりやすい。これにより、ちょっとした異常、特に、メインタンク３
１のインク切れによるインク供給異常の発生時に、即座にインクジェットヘッド２１１の
動作を停止させる必要が無くなる一方で、上限貯留量以上や下限貯留量未満といったイン
クジェット記録装置１００の動作上問題になるレベルのインク貯留量を確実に検出して、
報知動作やインクジェットヘッド２１１の動作禁止などの異常対応動作を適切に行うこと
が出来る。
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　従って、このインクジェット記録装置１００では、より適切な動作効率でサブタンク２
５１のインク貯留量の異常に対応しつつインクをインクジェットヘッドに供給することが
出来る。
【００８９】
　また、メインタンク３１には貯留量センサーを設けないで良いので、交換されるメイン
タンク３１の構成が容易となり、また、メインタンク３１の交換時における着脱が容易に
なる。同様に、メインタンク３１からの流量を積分してメインタンク３１の残量を取得す
る必要が無いので、残量の誤差を抑えてより適切なタイミングで報知動作を行い、また、
インクジェットヘッド２１１のインク吐出動作を禁止することが出来る。
【００９０】
　また、インクジェットヘッドからサブタンク２５１へインクを戻す回収流路２７を備え
、上限貯留量と標準貯留量との差は、サブタンク２５１から送出されてからサブタンク２
５１へ戻るまでのインク流路のインク容量よりも大きい。
　従って、インクジェット記録装置１００では、メンテナンスなどでインク流路（循環流
路）中のインクを全てサブタンク２５１に正常に回収することが可能であるとともに、供
給ポンプ３２やサブタンク２５１などの異常により本当にサブタンク２５１が溢れる虞が
あるといった異常な状況を適切に判断することが出来る。また、通常では、基準センサー
２５１ａのみで標準貯留量前後よりもインク貯留量が大幅に増加することが想定されない
ので、インク流路のインクの回収を見込んでもサブタンク２５１の容量マージンを必要以
上に大きく取ることなく適切なサイズとすることが出来る。
【００９１】
　また、所定の報知動作を行う報知動作部４３を備え、制御部４０は、基準センサー２５
１ａが標準貯留量のインクを検出しない場合に供給ポンプ３２を動作させ、当該供給ポン
プ３２を動作させてから所定の継続基準時間以上基準センサー２５１ａが標準貯留量のイ
ンクを検出しない場合には、報知動作部４３に報知動作を行わせる。
　即ち、サブタンク２５１のインク貯留量が想定通り回復しない場合には、インク供給異
常、主に、メインタンク３１のインク切れが生じているので、これを基準センサー２５１
ａのみの検出で容易且つ速やかに検出し、ユーザーに報知を行ってメインタンク３１の交
換などを促すことが出来る。また、このときに、正常なインク貯留量の範囲が狭いことで
、異常が検出されてから実際にインクジェットヘッド２１１への正常なインク供給が困難
な状況になる下限貯留量までの幅をサブタンク２５１のサイズに比して広く定めることが
出来るので、ユーザーに対してより余裕を持ってメインタンク３１の交換などを促すこと
が出来る。
【００９２】
　また、制御部４０は、下限センサー２５１ｂが下限貯留量のインクを検出しない場合に
、異常対応動作としてインクジェットヘッド２１１からのインク吐出を禁止する。即ち、
基準センサー２５１ａによりインク供給異常が検出されてから、実際にインクジェットヘ
ッド２１１によるインク吐出動作を禁止させる必要が生じるまで猶予を設けることが出来
るので、メインタンク３１のインク切れの場合でも画像形成動作を中断させずに余裕を持
ってユーザーがメインタンク３１を交換してインクの供給を再開、継続させることが出来
る。
【００９３】
　また、下限貯留量は、インクジェットヘッド２１１による形成画像として設定可能な最
大範囲の画像の形成に必要な最大のインク量以上に定められており、制御部４０は、下限
センサー２５１ｂが下限貯留量のインクを検出しなくなったタイミングで形成途中の画像
を形成後、次の画像の形成を開始する前に、インクジェットヘッド２１１からのインク吐
出を禁止する。即ち、メインタンク３１のインク切れの場合に、実際にインクジェットヘ
ッド２１１に正常なインク供給が不可能になる前に予めユーザーにメインタンク３１の交
換を促すことが出来る上に、更に、メインタンク３１が交換されないままサブタンク２５
１のインク貯留量が下限貯留量を割り込んだ場合でも、そのときに形成途中であった画像
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の形成を終了してからインク吐出を停止させるので、画像形成途中で動作が打ち切られた
記録媒体やインクを無駄にしない。
【００９４】
　また、供給ポンプ３２による最大のインク送液速度は、インクジェットヘッド２１１の
動作中における当該インクジェットヘッド２１１からの最大のインク吐出量に応じた送液
ポンプ２５３によるインク送液速度よりも大きい。従って、画像形成動作がインクジェッ
トヘッド２１１の最大能力で実行されている場合でも、通常のメインタンク３１からサブ
タンク２５１へのインク供給や、メインタンク３１の交換後のサブタンク２５１へのイン
ク供給の際に、サブタンク２５１のインク量を確実に標準貯留量まで回復させることが出
来る。
【００９５】
　また、送液ポンプ２５３とインクジェットヘッド２１１との間には中間タンク２６２が
設けられている。従って、サブタンク２５１から送液ポンプ２５３で加圧されて送出され
たインクを容易且つ適切に、また、サブタンク２５１内のインク貯留量と関係なく圧力制
御してインクジェットヘッド２１１に供給することが可能である。
【００９６】
　また、制御部４０は、基準センサー２５１ａが標準貯留量のインクを検出しない場合に
供給ポンプ３２を動作させるとともに、基準センサーが再び標準貯留量を検出するまでの
供給ポンプ３２の動作時間を計数し、１又は複数回の当該計数の結果に基づいてメインタ
ンク３１からサブタンク２５１への供給異常の検出に係る継続基準時間を設定する。
　即ち、初期値としては、継続基準時間としてインクジェットヘッド２１１によるインク
吐出量が最大となる場合に対応する最大時間に設定されるのが最も確実であるが、実際の
形成対象画像に応じてインク吐出量が異なるので、当該異なるインク吐出量に応じた実測
値に基づいてより短い継続基準時間を設定することで、より速やか且つ確実にインクの供
給異常を検出してユーザーに報知することが出来る。
【００９７】
　なお、本発明は、上記実施の形態に限られるものではなく、様々な変更が可能である。
　例えば、上記実施の形態では、異常対応動作として、操作表示部４２の表示画面や報知
動作部４３で実行可能な所定の報知動作を行い、また、インクジェット記録装置１００の
各部の動作や、インクジェットヘッド２１１の動作禁止などを行うこととしたが、その他
、通信部４１を介した電子メールやメッセージの送信など、種々の動作が可能である。
【００９８】
　また、上記実施の形態では、上限センサーに２５１ｃに対応する上限貯留量をインク流
路（循環流路）のインクが全て戻っても検出されないレベルとしたが、上限貯留量は、こ
のような場合には検出されるレベルであっても良い。但し、サブタンク２５１の容量は、
標準貯留量とインク容量の和より大きいことが好ましい。
【００９９】
　また、上記実施の形態では、基準センサー２５１ａによるリアルタイムでの検出結果に
基づいてリアルタイムに供給ポンプ３２の動作有無を定めたが、所定の検出間隔で検出デ
ータを取得し、当該検出間隔に応じた時間ステップで供給ポンプ３２の動作有無が切り替
えられても良い。或いは、検出結果自体はリアルタイムで取得されるが、一度供給ポンプ
３２の動作有無が切り替えられた後、所定時間は連続して動作するように設定されても良
い。これらの検出間隔や所定時間は、インク貯留量が標準貯留量から送液ポンプ２５３に
よる送液や供給ポンプ３２によるインクの供給により下限貯留量や上限貯留量まで変化す
るのに要する時間よりは十分に短い。
【０１００】
　また、上記実施の形態では、所定の継続基準時間として想定最大時間に応じた初期値（
固定値）及び実測時間に基づく更新値を用いる場合について説明したが、送液ポンプ２５
３の動作状態に連動させて変化させても良い。
【０１０１】
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　また、上記実施の形態では、インク貯留量が下限貯留量を下回った場合に即座にインク
ジェットヘッド２１１の動作を禁止（停止）する場合と、きりの良いところまで画像を形
成させてから動作禁止とする場合とを例に挙げて示したが、即座に動作禁止とした場合に
、メインタンク３１からインクの供給が再開されて動作禁止が解除された後、画像形成が
中止された位置から画像形成を再開して形成対象画像の形成を完了させることとしても良
い。
【０１０２】
　また、上記実施の形態では、中間タンク２６２を用いてインクジェットヘッド２１１の
ノズルにおける背圧制御を行ったが、背圧制御はこの方法に限られない。
　また、上記実施形態では、インク流路が循環流路であるものとして説明したが、サブタ
ンク２５１へ戻す回収流路が無い場合であっても本発明を適用することが出来る。
【０１０３】
　また、上記実施の形態では、メインタンク３１を容器ごと全て交換することとして説明
したが、メインタンク３１の容器にインクを注入することでインクを補充する構成であっ
ても良い。
【０１０４】
　また、上記実施の形態では、メインタンク３１からサブタンク２５１へインクの供給を
行う第１の送液手段として、供給ポンプ３２を用いることとして説明したが、これに限ら
れない。メインタンク３１内のインクを重力でサブタンク２５１に流入させることが可能
な相対配置として、インク流路中に設けられたインク供給弁の開閉制御によってサブタン
ク２５１へのインクの供給可否を切り替える構成であっても良い。
【０１０５】
　また、上記実施の形態では、サブタンク２５１の容量がメインタンク３１の容量よりも
小さいものとして説明したが、これに限られるものではない。サブタンク２５１の容量が
メインタンク３１より大きくても良く、メインタンク３１の空検知後における画像形成の
可能時間をより長く定めることが出来、これにより、メインタンク３１の交換や補充を更
に余裕を持って行うことが可能となる。
【０１０６】
　また、上記実施の形態では、複数色のインクを各々吐出するラインヘッドを備えたイン
クジェット記録装置を例に挙げて説明したが、単色での画像形成のみであっても良く、こ
れには、無色のインクによる記録媒体のコーティングを行うインクジェット記録装置など
も含まれる。また、インクジェットヘッド２１１におけるノズルの数や配列、及び複数の
インクジェットヘッド２１１の数や配列などは任意であり、インクジェットヘッド２１１
を記録媒体に対して移動（スキャン）させながら記録媒体上に画像を形成するスキャン型
のインクジェット記録装置などに対しても本発明を適用可能である。
　その他、上記実施の形態で示した構成、配置や制御内容などの具体的な細部は、本発明
の趣旨を逸脱しない範囲において適宜変更可能である。
【産業上の利用可能性】
【０１０７】
　この発明は、インクジェット記録装置に利用することができる。
【符号の説明】
【０１０８】
１００ インクジェット記録装置
１０   搬送部
１１   駆動ローラー
１２   搬送モーター
１４   搬送ベルト
２０   画像形成部
２１１ インクジェットヘッド
２２   キャリッジ
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２３   キャリッジ昇降部
２３１ モータードライバー
２３２ 昇降モーター
２３３ 電磁ブレーキ
２３４ 梁部材
２３５ 支持部
２４   ヘッド駆動部
２５１ サブタンク
２５１ａ      基準センサー
２５１ｂ      下限センサー
２５１ｃ      上限センサー
２５２ 流量計
２５３ 送液ポンプ
２５４ フィルター
２５５ 脱気モジュール
２５６ 送液共通流路
２５７ 個別流路
２５８ 個別供給バルブ
２５９ ダンパー
２６０ 中間タンク流路
２６１ 中間タンク流通バルブ
２６２ 中間タンク
２６２ａ      中間上限センサー
２６２ｂ      中間基準センサー
２６３ 共通供給バルブ
２６５ メンテナンス流路
２６６ メンテナンス流路流通バルブ
２７   回収流路
２７０ バイパスバルブ
２７１ 逆止弁
２７２ 回収共通流路
２７３ 回収バルブ
２７４ 循環バルブ
２７５ 回収ポンプ
２８１～２８３       逆止弁
２９   吸引部
２９１ 逆止弁
２９２ チャンバー
２９２ａ      液量センサー
２９３ 真空ポンプ
２９４ 圧力センサー
３０   インク貯留部
３１   メインタンク
３２   供給ポンプ
３５   ラック
４０   制御部
４０１ ＣＰＵ
４０２ ＲＡＭ
４０３ ＲＯＭ
４０３ａ      供給時間履歴データ
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４０３ｂ      報知基準時間
４０４ メモリー
４１   通信部
４２   操作表示部
４３   報知動作部
４９   バス

【図１】 【図２】
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